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2024年 5月 15日 

各 位 

会 社 名 株式会社アビスト 

代表者名 代表取締役社長  進  顕 

（コード：6087、東証スタンダード） 

問合せ先 執行役員 経営企画部門長 藤田 知哲 

（TEL 0422-26-5960） 

 

2024年 9月期第 2四半期累計期間業績予想と実績の差異に関するお知らせ  

 

 2023年 11月 10日に公表いたしました 2024 年 9月期第 2四半期累計期間（2023年 10月 1 日～2024 年 3

月 31 日）の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

１． 業績予想と実績との差異 

2024年 9 月期第 2四半期（累計）業績予想と実績との差異 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株あたり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

4,800 

百万円 

280 

百万円 

280 

百万円 

230 

円 銭 

57.79 

当期実績（Ｂ） 4,900 514 515 302 75.94 

増減額（Ｂ－Ａ） 100 234 235 72 － 

増減率（％） 2.1 83.6 83.9 31.3 － 

（ご参考）前期実績 

（2023年 9月期第 2四半期） 

4,697 397 406 476 119.79 

 

２. 第 2 四半期累計期間業績予想と実績差異の理由 

 設計開発アウトソーシング事業において、売上高は稼働率が高位で推移する中、技術者数及び契約単価が主

な要因となります。当第 2四半期累計期間において、当初計画よりも前倒しで契約単価改善を実施いたしまし

た。また、教育カリキュラムの効率化により新卒技術者の前倒し配属ができ、パートナー会社からの経験者の

受け入れが計画を上回りました。一方で、経験者採用数は計画を下回り、退職者数は計画を上回った結果、技

術者数は若干の未達で推移しました。以上の結果、売上高は予想を上回る増収となりました。 

 営業利益、経常利益及び当期純利益は、主に契約単価改善効果に加え、経費の効率的使用が進展し、予想を

上回る着地となりました。 

 

３. 通期業績予想数値について 

 第 2 四半期以降につきましても、単価改善努力は継続するものの、2024 年 4 月より待遇改善を目的に平均

8.37%の賃上げを追加で行うことを決定したことから 2023 年 11 月 10 日に公表いたしました業績予想に変更

はありません。 

 

(注) 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を

含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


